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定 例 議 会次回一般選挙

６月定例議会６月定例議会
次回一般選挙から全町一区次回一般選挙から全町一区

　６月１６日から２０日までの５日間開催し、平成２５年度一般会計補正予算の専決処分１件、
特別会計補正予算の専決処分２件、平成２６年度一般会計補正予算１件、特別事業会計補正予算
２件、条例の改正に関する専決処分２件、条例の制定１件、条例の改正２件、平成２６年度一般会
計補正予算の専決処分１件、不動産の取得１件を可決。教育委員の任命について１件を同意、工
事変更請負の締結に関する専決処分１件、平成２５年度一般会計繰越明許費計算書等繰越報告
３件、土地開発公社、農業公社、（株）みかわ、一般財団法人柳谷産業開発公社の経営状況報告４
件、議会議員の定数に関する特別委員会審査結果の報告を受け、請願書１件を不採決、意見書４
件を可決した。又、人権擁護委員の候補者の推薦が１件あり適任を答申した。

電算システム委託業者変更に伴う費用 ６３２２万円 （増）
社会福祉協議会移転に伴う費用 ２６９万円 （増）
高齢者配食サービス拡大に伴う費用 ２６０万円 （増）
棚田地区保全整備事業 ６５０万円 （増）
道路、排水路修繕、改修事業 ６００万円 （増）
林道改修 ６００万円 （増）
子供の成長応援基金の積立 ５１６０万円 （増）
災害復旧費 ８８１万円 （増） 

平成２６年

■ 平成２６年６月補正後予算額

■ 平成２６年６月の主な補正

総　　額 １４７億５９８２万円 （１億７７５０万２千円増）
一般会計 ８８億４２９万８千円 （１億８１１７万３千円増）
特別会計 ４６億２７７１万２千円 （３６７万１千円減）
企業会計 １３億２７８１万２千円 （増減なし）

歳出

歳入 繰入金 ５５８９万円（財政調整基金より）
繰越金 ４２１１万円（前年度繰越金増額）

　

議
員
定
数
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
定
数
14
、
選

挙
区
を
現
行
の
４
小
選
挙
区
か
ら
全
町
１
区

と
す
る
事
と
決
定
し
、
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
中
川
武
志
委
員
長
が
報
告
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
現
行
小
選
挙
区
制
の
継
続
、

旧
久
万
町
と
川
下
三
ヶ
村
の
２
区
制
、
全
町

１
区
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
最
終
的
に
全
町

１
区
を
採
択
し
た
。

　

ま
た
、
定
数
に
関
し
て
現
状
14
か
定
数
減

の
意
見
が
だ
さ
れ
た
が
議
会
活
動
の
現
状
に

か
ん
が
み
て
14
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

昨
年
の
議
会
報
告
会
に
お
い
て
も
各
会
場

で
町
民
の
皆
様
の
関
心
の
高
い
問
題
で
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
て
当
特
別
委
員
会
を
設
置
し

今
回
の
決
定
と
な
っ
た
。

現在の選挙区と定数

久万選挙区　定数９

美川選挙区　定数３

面河選挙区　定数１

柳谷選挙区　定数１

次回一般選挙からの選挙区と定数

全町１区
定数　14

定
数
は
そ
の
ま
ま

定
数
は
そ
の
ま
ま

　

要
支
援
者
に
対
す
る
給
付
を
地
域
支
援
事
業
者

に
移
行
せ
ず
、
今
ま
で
ど
お
り
介
護
予
防
給
付
と

し
て
行
う
よ
う
国
へ
要
望
す
る
事
を
求
め
て
¬
要

支
援
者
を
介
護
給
付
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
反
対
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
た
。

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議

し
た
結
果
、
委
員
会
で
は
不
採
択
を
決
定
し
本
会

議
で
も
不
採
択
と
し
た
。

　

不
採
択
の
理
由
は
、
国
会
で
審
議
中
で
あ
っ
た

案
件
で
も
あ
り
当
議
会
で
の
対
応
は
難
し
い
と
判

断
し
た
た
め
。

請
願
を
不
採
択

請願とは…

　請願権は国民の基本的権利の一

つであり議会に受理権が認められ

ている。請願書の提出には議員の

紹介がなければならない。

　議会に受理権をみとめたのは、

請願を通して住民の意思を反映さ

せ、議会の意思によって住民の願

望である請願の趣旨の実現に努め

させるためである。
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受
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一 般 質 問一 般 質 問

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お

い
て
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
ま
た
農

業
人
口
の
減
少
等
、
農
業
の
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
農
業
振
興
対
策

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
産
地
の
維

持
と
、
農
業
経
営
の
安
定
化
対
策
が
重
要

と
思
う
。
生
産
の
維
持
拡
大
等
、
行
政
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
万
高
原
町
は
高
齢
化
、
少
子
化

が
特
に
進
ん
で
お
り
、
農
業
を
活

性
化
す
る
事
は
非
常
に
難
し
い
対
策
の
一

つ
で
あ
る
。

　

県
農
業
指
導
班
、
ま
た
農
協
等
と
連
携

し
て
、
高
原
野
菜
の
産
地
の
維
持
、
拡
大

の
為
に
、
町
単
独
の
産
地
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

農
家
経
営
安
定
化
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
農
業
近
代
化
資
金
へ
の
利
子
補
給
等

行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
山
間
直
接
支
払
制

度
や
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。

　

高
原
野
菜
、
清
流
米
の
産
地
の
維
持
拡

大
を
図
る
た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
栽
培
技
術
の
確
立
、
そ
し
て
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、
地
域
農

業
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

髙
野
町
長

二
、
本
年
度
よ
り
公
益
社
団
法
人

と
し
て
久
万
高
原
農
業
公
社
が
発

足
し
た
。
今
後
の
農
業
公
社
運
営
に
つ
い

て
町
と
し
て
の
対
応
と
、
公
社
を
活
用
し

た
地
域
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

農
業
公
社
に
つ
い
て
は
、
公
社
検
討

専
門
委
員
会
に
て
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
新
規
就
農

担
い
手
育
成
事
業
、
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
、
農
業
機
械
・
施
設
の
貸
付
事
業

な
ど
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
地
域
活

性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
鑑

み
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
継
続
と
人
材

を
派
遣
す
る
と
の
答
申
も
あ
り
、
町
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
担
い
手
育
成

の
公
益
部
門
と
他
の
収
益
部
門
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
農
業
振
興
の
重
要

部
門
と
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
運
営
努
力

し
た
い
。

　

ま
た
今
年
度
は
農
業
公
園
を
中
心
と
し

た
『
か
か
し
の
里
づ
く
り
』
事
業
や
道
の

駅
『
さ
ん
さ
ん
』
の
生
産
者
へ
の
苗
の
提

供
事
業
等
予
定
し
て
い
る
。

髙
野
町
長

町
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
清
流
米
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
等
の
品
目
に
つ

い
て
、
経
営
を
安
定
化
さ
せ
維
持
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
農
業
後
継
者
の
確
保
や

新
規
就
農
者
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
う
。
今
後
と
も
農
家
支
援
を
願
い
た

い
。

　

農
業
公
社
は
各
関
係
機
関
・
団
体
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
十
分
生
か

し
て
、
基
幹
作
物
の
生
産
維
持
と
、
新
規

作
物
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
ま

た
、
公
社
へ
の
町
職
員
派
遣
や
、
多
額
の

負
担
金
を
出
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後

は
企
業
と
し
て
の
経
営
努
力
、
健
全
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
町
の
指
導
を
願
い
た
い
。

公
社
に
対
し
て
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

財
政
的
な
負
担
軽
減
は
、
ま
ず
一
番

に
、
公
社
と
し
て
の
経
営
努
力
す
べ

き
問
題
も
あ
る
。

　

町
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
今
後
、
公
社

と
し
て
独
自
に
経
営
で
き
る
ま
で
指
導
し

て
い
き
た
い
。

農
政
課
長

農
業
公
社
が
事
業
主
体
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
新
規
就
農
者
拡
大
促
進

事
業
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

農
業
研
修
生
と
し
て
昨
年
か
ら
引
き

続
き
一
名
と
、
今
年
度
四
名
の
採
用

と
で
五
名
が
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
四
名
の
研
修
生
が
国
の
事

業
の
関
係
で
、
一
年
間
に
１
５
０
万
円
の

支
援
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

農
政
課
長

　　

　

久
万
高
原
町
に
は
、
四
国
の
道
な
ど

の
自
然
歩
道
、
石
鎚
山
や
四
国
カ
ル

ス
ト
、皿
ヶ
嶺
な
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
道
、

土
佐
街
道
な
ど
の
歩
道
等
た
く
さ
ん
の
遊

歩
道
が
あ
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
道
は
、
十

分
な
管
理
が
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
が
、
町
と
し
て
の
取
組
は
ど
う
か
伺
い

た
い
。現

在
、
自
然
志
向
で
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
に
よ
っ
て
、
登
山
や
ト
レ
イ

ラ
ン
な
ど
の
自
然
歩
道
の
利
用
者
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

は
、農
山
村
の
四
季
や
、い
に
し
え
の
人
々

の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
歩
道
、

小
道
が
多
数
あ
り
、
地
域
住
民
の
方
々
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
の
支
え
に

よ
っ
て
、
保
全
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
た
く

さ
ん
あ
り
感
謝
し
て
い
る
。

　

現
に
公
共
的
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
法
定
外
公
共
物
と
し

て
、
市
町
村
や
地
元
利
用
者
が
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
赤
線
道
と
か
、
農

道
な
ど
の
法
定
的
な
公
共
物
は
、
当
然
地

元
の
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
管
理
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
町
で
は
面
河
渓
か
ら
石
鎚
山

へ
通
じ
る
登
山
道
の
修
復
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
、
材
料
費
等
の
助

成
を
行
い
又
、
関
門
歩
道
橋
の
落
石
対
策

工
事
を
行
っ
た
。
一
方
で
は
、
四
国
カ
ル

ス
ト
の
遊
歩
道
、
四
国
の
道
の
除
草
作
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

歴
史
的
な
資
産
で
あ
る
土
佐
街
道
に
つ

い
て
は
、
数
年
前
に
地
元
の
久
万
高
原
遊

山
会
に
依
頼
を
し
て
、
ル
ー
ト
の
特
定
や

歴
史
的
変
遷
、
標
石
等
の
調
査
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
新
任
教
職
員
の
皆
様
に
歩
い
て

も
ら
っ
た
。　
　

　

遍
路
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
町
と
し
て
も
可
能
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
重
要
な
自
然

歩
道
等
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
郷
土
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
土
佐

街
道
や
遍
路
道
に
対
す
る
町
民
の
関
心
を

高
め
、
沿
線
の
除
草
作
業
な
ど
、
管
理
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

髙
野
町
長

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
と
、
遍
路
道

を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
部
会
に
、

久
万
高
原
町
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
も
私
た
ち
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
中
で
、
九
州

オ
ル
レ
と
い
う
の
が
あ
る
。オ
ル
レ
と
は
、

韓
国
済
州
島
か
ら
始
ま
っ
た
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
総
称
で
、
意
味
は
、
通
り
か

ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
と
言
う
方
言
だ

そ
う
で
、
気
軽
に
海
岸
や
山
な
ど
を
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
だ

そ
う
だ
。

　

九
州
オ
ル
レ
は
、
済
州
オ
ル
レ
の
姉
妹

版
と
し
て
、３
年
間
で
10
箇
所
整
備
さ
れ
、

多
く
の
外
国
人
、
特
に
韓
国
の
客
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
誘
致
を
進
め
て
い
る
よ
う
な
の

で
。
町
の
活
性
化
と
し
て
、
調
査
し
て
は

ど
う
か
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
非
常
に
、

今
、
は
や
り
か
な
と
思
い
ま
す
し
、

皆
さ
ん
方
が
気
軽
に
、
例
え
ば
石
鎚
山
に

ど
ん
ど
ん
あ
が
る
と
か
い
う
ん
じ
ゃ
な
く

て
、い
ろ
い
ろ
な
観
光
地
を
１
日
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
、
健
康
志
向
と
い
う
こ
と
で

の
コ
ー
ス
は
、
久
万
高
原
町
に
は
、
数
多

く
あ
る
。

　

歩
道
も
き
ち
ん
と
整
備
も
し
て
お
り
ま

す
し
、
前
向
き
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。

髙
野
町
長

一
般
質
問

上
岡　

正
文
議
員

山
之
内
敏
秋
議
員

問答

問

答

問答

答

答

答

問

問

問

農業公園アグリピア

遊
歩
道
で
町
の
活
性
化
を
。

問
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答
農
業
振
興
対
策
は
ど
う
か
。

問
生
産
基
盤
整
備
・
農
業
公
社

の
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答
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一 般 質 問一 般 質 問

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お

い
て
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
ま
た
農

業
人
口
の
減
少
等
、
農
業
の
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
農
業
振
興
対
策

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
産
地
の
維

持
と
、
農
業
経
営
の
安
定
化
対
策
が
重
要

と
思
う
。
生
産
の
維
持
拡
大
等
、
行
政
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

久
万
高
原
町
は
高
齢
化
、
少
子
化

が
特
に
進
ん
で
お
り
、
農
業
を
活

性
化
す
る
事
は
非
常
に
難
し
い
対
策
の
一

つ
で
あ
る
。

　

県
農
業
指
導
班
、
ま
た
農
協
等
と
連
携

し
て
、
高
原
野
菜
の
産
地
の
維
持
、
拡
大

の
為
に
、
町
単
独
の
産
地
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

農
家
経
営
安
定
化
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
農
業
近
代
化
資
金
へ
の
利
子
補
給
等

行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
山
間
直
接
支
払
制

度
や
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。

　

高
原
野
菜
、
清
流
米
の
産
地
の
維
持
拡

大
を
図
る
た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
栽
培
技
術
の
確
立
、
そ
し
て
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、
地
域
農

業
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

髙
野
町
長

二
、
本
年
度
よ
り
公
益
社
団
法
人

と
し
て
久
万
高
原
農
業
公
社
が
発

足
し
た
。
今
後
の
農
業
公
社
運
営
に
つ
い

て
町
と
し
て
の
対
応
と
、
公
社
を
活
用
し

た
地
域
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

農
業
公
社
に
つ
い
て
は
、
公
社
検
討

専
門
委
員
会
に
て
、
今
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
新
規
就
農

担
い
手
育
成
事
業
、
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
、
農
業
機
械
・
施
設
の
貸
付
事
業

な
ど
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
地
域
活

性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
鑑

み
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
継
続
と
人
材

を
派
遣
す
る
と
の
答
申
も
あ
り
、
町
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
担
い
手
育
成

の
公
益
部
門
と
他
の
収
益
部
門
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
農
業
振
興
の
重
要

部
門
と
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
運
営
努
力

し
た
い
。

　

ま
た
今
年
度
は
農
業
公
園
を
中
心
と
し

た
『
か
か
し
の
里
づ
く
り
』
事
業
や
道
の

駅
『
さ
ん
さ
ん
』
の
生
産
者
へ
の
苗
の
提

供
事
業
等
予
定
し
て
い
る
。

髙
野
町
長

町
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
清
流
米
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
等
の
品
目
に
つ

い
て
、
経
営
を
安
定
化
さ
せ
維
持
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
農
業
後
継
者
の
確
保
や

新
規
就
農
者
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
う
。
今
後
と
も
農
家
支
援
を
願
い
た

い
。

　

農
業
公
社
は
各
関
係
機
関
・
団
体
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
十
分
生
か

し
て
、
基
幹
作
物
の
生
産
維
持
と
、
新
規

作
物
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
ま

た
、
公
社
へ
の
町
職
員
派
遣
や
、
多
額
の

負
担
金
を
出
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後

は
企
業
と
し
て
の
経
営
努
力
、
健
全
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
町
の
指
導
を
願
い
た
い
。

公
社
に
対
し
て
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

財
政
的
な
負
担
軽
減
は
、
ま
ず
一
番

に
、
公
社
と
し
て
の
経
営
努
力
す
べ

き
問
題
も
あ
る
。

　

町
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
今
後
、
公
社

と
し
て
独
自
に
経
営
で
き
る
ま
で
指
導
し

て
い
き
た
い
。

農
政
課
長

農
業
公
社
が
事
業
主
体
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
新
規
就
農
者
拡
大
促
進

事
業
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

農
業
研
修
生
と
し
て
昨
年
か
ら
引
き

続
き
一
名
と
、
今
年
度
四
名
の
採
用

と
で
五
名
が
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
四
名
の
研
修
生
が
国
の
事

業
の
関
係
で
、
一
年
間
に
１
５
０
万
円
の

支
援
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

農
政
課
長

　　

　

久
万
高
原
町
に
は
、
四
国
の
道
な
ど

の
自
然
歩
道
、
石
鎚
山
や
四
国
カ
ル

ス
ト
、皿
ヶ
嶺
な
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
道
、

土
佐
街
道
な
ど
の
歩
道
等
た
く
さ
ん
の
遊

歩
道
が
あ
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
道
は
、
十

分
な
管
理
が
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
が
、
町
と
し
て
の
取
組
は
ど
う
か
伺
い

た
い
。現

在
、
自
然
志
向
で
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
に
よ
っ
て
、
登
山
や
ト
レ
イ

ラ
ン
な
ど
の
自
然
歩
道
の
利
用
者
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

は
、農
山
村
の
四
季
や
、い
に
し
え
の
人
々

の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
歩
道
、

小
道
が
多
数
あ
り
、
地
域
住
民
の
方
々
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
の
支
え
に

よ
っ
て
、
保
全
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
た
く

さ
ん
あ
り
感
謝
し
て
い
る
。

　

現
に
公
共
的
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
法
定
外
公
共
物
と
し

て
、
市
町
村
や
地
元
利
用
者
が
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
赤
線
道
と
か
、
農

道
な
ど
の
法
定
的
な
公
共
物
は
、
当
然
地

元
の
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
管
理
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
町
で
は
面
河
渓
か
ら
石
鎚
山

へ
通
じ
る
登
山
道
の
修
復
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
、
材
料
費
等
の
助

成
を
行
い
又
、
関
門
歩
道
橋
の
落
石
対
策

工
事
を
行
っ
た
。
一
方
で
は
、
四
国
カ
ル

ス
ト
の
遊
歩
道
、
四
国
の
道
の
除
草
作
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

歴
史
的
な
資
産
で
あ
る
土
佐
街
道
に
つ

い
て
は
、
数
年
前
に
地
元
の
久
万
高
原
遊

山
会
に
依
頼
を
し
て
、
ル
ー
ト
の
特
定
や

歴
史
的
変
遷
、
標
石
等
の
調
査
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
新
任
教
職
員
の
皆
様
に
歩
い
て

も
ら
っ
た
。　
　

　

遍
路
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
町
と
し
て
も
可
能
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
重
要
な
自
然

歩
道
等
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
郷
土
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
土
佐

街
道
や
遍
路
道
に
対
す
る
町
民
の
関
心
を

高
め
、
沿
線
の
除
草
作
業
な
ど
、
管
理
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

髙
野
町
長

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
と
、
遍
路
道

を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
部
会
に
、

久
万
高
原
町
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
も
私
た
ち
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
中
で
、
九
州

オ
ル
レ
と
い
う
の
が
あ
る
。オ
ル
レ
と
は
、

韓
国
済
州
島
か
ら
始
ま
っ
た
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
総
称
で
、
意
味
は
、
通
り
か

ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
と
言
う
方
言
だ

そ
う
で
、
気
軽
に
海
岸
や
山
な
ど
を
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
だ

そ
う
だ
。

　

九
州
オ
ル
レ
は
、
済
州
オ
ル
レ
の
姉
妹

版
と
し
て
、３
年
間
で
10
箇
所
整
備
さ
れ
、

多
く
の
外
国
人
、
特
に
韓
国
の
客
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
誘
致
を
進
め
て
い
る
よ
う
な
の

で
。
町
の
活
性
化
と
し
て
、
調
査
し
て
は

ど
う
か
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
非
常
に
、

今
、
は
や
り
か
な
と
思
い
ま
す
し
、

皆
さ
ん
方
が
気
軽
に
、
例
え
ば
石
鎚
山
に

ど
ん
ど
ん
あ
が
る
と
か
い
う
ん
じ
ゃ
な
く

て
、い
ろ
い
ろ
な
観
光
地
を
１
日
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
、
健
康
志
向
と
い
う
こ
と
で

の
コ
ー
ス
は
、
久
万
高
原
町
に
は
、
数
多

く
あ
る
。

　

歩
道
も
き
ち
ん
と
整
備
も
し
て
お
り
ま

す
し
、
前
向
き
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。

髙
野
町
長

一
般
質
問

上
岡　

正
文
議
員

山
之
内
敏
秋
議
員

問答

問

答

問答

答

答

答

問

問

問

農業公園アグリピア

遊
歩
道
で
町
の
活
性
化
を
。

問
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答
農
業
振
興
対
策
は
ど
う
か
。

問
生
産
基
盤
整
備
・
農
業
公
社

の
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答

古岩屋四国の道

古岩屋四国の道

5 久万高原町議会だより　2号



一 般 質 問一 般 質 問

平
成
19
年
以
降
、
愛
媛
県
や
国
ま
た

は
、広
域
連
合
等
に
職
員
を
派
遣
し
、

職
員
の
資
質
の
向
上
、
知
識
の
習
得
の
み

な
ら
ず
、
関
係
機
関
と
の
人
間
関
係
の
構

築
等
、
町
と
し
て
も
職
員
の
能
力
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、
将
来
の
町
を

支
え
る
若
手
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
て

お
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る

　

こ
の
職
員
派
遣
の
状
況
と
、
派
遣
に
対

す
る
町
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺

い
た
い
。

平
成
19
年
か
ら
25
年
の
間
に
、
国
土

交
通
省
へ
３
名
、愛
媛
県
へ
６
名
、愛

媛
県
防
災
航
空
隊
へ
３
名
、
広
域
組
合
等

へ
５
名
、計
17
名
派
遣
し
て
い
る
。研
修
を

２
年
間
終
え
、
皆
優
秀
な
職
員
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
い
る
。

　

財
政
力
も
非
常
に
強
く
な
り
、
法
律

等
々
も
勉
強
し
て
帰
っ
て
き
て
い
る
。

　

消
防
の
ほ
う
は
航
空
隊
で
の
災
難
避
難

訓
練
、救
助
訓
練
に
参
加
し
、ま
た
広
域
連

合
の
ほ
う
で
は
、福
祉
を
と
、そ
れ
ぞ
れ
す

ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
帰
っ
て
き
て
い

る
。そ
ん
な
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
前
向
き

に
進
め
て
い
き
た
い
。

髙
野
町
長

大
変
優
秀
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
お

り
、
目
的
を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い

る
事
は
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

例
え
ば
広
域
連
合
で
派
遣
し
て
い
る
職

員
が
帰
っ
た
ら
、
関
連
の
あ
る
配
置
と
言

う
の
が
一
番
適
当
で
あ
る
し
、
派
遣
を
生

か
せ
る
道
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
事
の
都

合
上
、
ま
ま
な
ら
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

　

た
だ
、
そ
の
派
遣
を
し
て
優
秀
に
な
っ

て
帰
っ
た
職
員
は
、
派
遣
が
生
か
さ
れ
る

職
場
に
配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、い
か
が
か
。

今
の
質
問
で
す
が
、
国
土
交
通
省
へ

の
派
遣
は
、建
設
課
へ
、財
政
は
財
政

課
へ
、
総
務
は
総
務
課
へ
と
配
置
し
て
い

る
が
、
一
人
二
人
、
す
こ
し
そ
こ
ら
辺
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
と
違
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
く
る
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
で

き
る
限
り
勉
強
し
て
き
た
、
そ
の
課
に
所

属
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
配
置
す
る
の
が
基

本
か
と
思
う
。

　

も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
付
け
て
行
き
た
い

と
思
う
。

髙
野
町
長

二
、三
、関
連
が
な
い
位
置
へ
の
配
置

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
し
、
そ
の
部
分

が
、
私
が
今
回
言
い
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。即
戦
力
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
か
な
い

と
い
け
な
い
し
、
例
え
ば（
県
）市
町
振
興

課
で
す
か
、財
政
関
係
、行
政
関
係
に
派
遣

さ
れ
た
職
員
は
、総
合
的
な
分
野
で
、帰
っ

て
違
う
場
所
に
行
っ
て
も
、
経
験
を
し
た

部
署
に
帰
っ
た
時
に
、
そ
れ
は
行
か
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
的
を
持
っ
た

派
遣
を
し
た
場
合
は
、
目
的
を
持
っ
た
部

署
に
配
置
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
普
通

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
し
て
、質
問
を
終
る
。

　

難
航
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
、

日
本
の
優
位
性
は
な
く
、
各
国
は
日

本
を
大
き
な
市
場
と
見
て
お
り
農
業
分
野

で
は
大
き
な
危
機
と
捉
え
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
。

　

町
は
今
後
の
農
業
の
方
向
性
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
に
来
て
い

る
。

　

主
産
の
久
万
高
原
清
流
米
は
、
昨
年

５
５
７
名
で
３
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
生
産
し

て
い
る
が
、
実
質
生
産
者
は
は
る
か
に
少

な
く
、
高
齢
化
が
進
み
今
後
の
現
状
維
持

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、特
産
品
の
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
等

は
各
地
と
今
後
一
段
と
競
合
が
激
し
く

な
っ
て
く
る
。こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か

二
点
提
案
す
る
。

　

第
一
に
、
耕
作
放
棄
地
や
そ
の
可
能
性

の
高
い
と
こ
ろ
を
集
約
し
、
町
主
体
の
公

営
企
業
団
地
を
造
成
し
、
集
落
営
農
の
よ

う
な
複
合
農
業
団
体
の
育
成
を
す
べ
き
だ

と
思
う
。

　

ま
た
、
高
原
野
菜
に
関
心
の
あ
る
企
業

誘
致
に
も
図
り
、
若
者
の
働
く
場
を
提
供

さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

公
営
企
業
団
地
の
造
成
に
つ
い
て

は
、
新
規
就
農
者
の
農
地
確
保
対
策

の
上
で
は
、
公
益
で
の
農
地
団
地
の
造
成

も
選
択
肢
の
一
つ
の
方
法
化
と
も
考
え
ま

す
が
、
企
業
等
が
若
者
を
採
用
す
る
に
し

て
も
若
者
が
い
な
い
。働
く
人
が
い
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。

髙
野
町
長

高
原
地
ゆ
え
の
収
益
性
の
高
い
露

地
野
菜
の
開
発
研
究
が
不
可
欠
で

あ
り
、東
京
市
場
等
に
近
い
長
野
県
、岐
阜

県
な
ど
寒
冷
地
農
業
の
先
進
地
を
視
察
し

て
は
ど
う
か
。

寒
冷
地
の
長
野
県
、
岐
阜
県
は
久
万

高
原
町
と
気
候
が
似
て
お
り
、
私
た

ち
が
研
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
を
募
集
し
研
究
し

て
は
と
思
う
。

髙
野
町
長

耕
地
の
限
ら
れ
た
久
万
高
原
町
で
は

例
え
ば
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
と

連
携
し
た
特
殊
野
菜
を
栽
培
し
て
は
ど
う

か
。

　

農
業
公
社
で
試
験
栽
培
し
、
高
級
野
菜

と
し
て
集
荷
し
て
は
ど
う
か
。

農
業
公
園
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

の
栽
培
等
研
究
し
て
い
る
が
、
特
に

冬
場
に
は
、
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
と
か
栽
培

し
て
い
る
。

農
政
課
長

当
町
の
限
ら
れ
た
土
地
で
は
、
新
規

就
農
者
も
大
事
で
す
が
、
高
齢
化
社

会
の
中
、
お
年
寄
り
が
少
し
で
も
お
金
に

な
る
、
特
殊
野
菜
の
研
究
組
織
を
立
ち
上

げ
て
頂
き
た
い
。

営
農
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
、
栽
培
関

係
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
殊
野
菜
等

も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
研
究
し
て

行
き
た
い
。

農
政
課
長

中
川　

武
志
議
員

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

 

日
野　

明
勅
議
員

答

答

農業公園アイスプラント

集
落
営
農
、高
収
益
野
菜
の

開
発
研
究
を
求
め
る
。

問
選
択
肢
の
一
つ
、今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答
職
員
派
遣
後
の
配
置
を
問
う
。

問
派
遣
を
生
か
せ
る
配
置
が

基
本
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答

現在の社会福祉協議会
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一 般 質 問一 般 質 問

平
成
19
年
以
降
、
愛
媛
県
や
国
ま
た

は
、広
域
連
合
等
に
職
員
を
派
遣
し
、

職
員
の
資
質
の
向
上
、
知
識
の
習
得
の
み

な
ら
ず
、
関
係
機
関
と
の
人
間
関
係
の
構

築
等
、
町
と
し
て
も
職
員
の
能
力
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、
将
来
の
町
を

支
え
る
若
手
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
て

お
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る

　

こ
の
職
員
派
遣
の
状
況
と
、
派
遣
に
対

す
る
町
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺

い
た
い
。

平
成
19
年
か
ら
25
年
の
間
に
、
国
土

交
通
省
へ
３
名
、愛
媛
県
へ
６
名
、愛

媛
県
防
災
航
空
隊
へ
３
名
、
広
域
組
合
等

へ
５
名
、計
17
名
派
遣
し
て
い
る
。研
修
を

２
年
間
終
え
、
皆
優
秀
な
職
員
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
い
る
。

　

財
政
力
も
非
常
に
強
く
な
り
、
法
律

等
々
も
勉
強
し
て
帰
っ
て
き
て
い
る
。

　

消
防
の
ほ
う
は
航
空
隊
で
の
災
難
避
難

訓
練
、救
助
訓
練
に
参
加
し
、ま
た
広
域
連

合
の
ほ
う
で
は
、福
祉
を
と
、そ
れ
ぞ
れ
す

ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
帰
っ
て
き
て
い

る
。そ
ん
な
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
前
向
き

に
進
め
て
い
き
た
い
。

髙
野
町
長

大
変
優
秀
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
お

り
、
目
的
を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
て
い

る
事
は
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

例
え
ば
広
域
連
合
で
派
遣
し
て
い
る
職

員
が
帰
っ
た
ら
、
関
連
の
あ
る
配
置
と
言

う
の
が
一
番
適
当
で
あ
る
し
、
派
遣
を
生

か
せ
る
道
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
事
の
都

合
上
、
ま
ま
な
ら
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

　

た
だ
、
そ
の
派
遣
を
し
て
優
秀
に
な
っ

て
帰
っ
た
職
員
は
、
派
遣
が
生
か
さ
れ
る

職
場
に
配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、い
か
が
か
。

今
の
質
問
で
す
が
、
国
土
交
通
省
へ

の
派
遣
は
、建
設
課
へ
、財
政
は
財
政

課
へ
、
総
務
は
総
務
課
へ
と
配
置
し
て
い

る
が
、
一
人
二
人
、
す
こ
し
そ
こ
ら
辺
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
と
違
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
く
る
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
で

き
る
限
り
勉
強
し
て
き
た
、
そ
の
課
に
所

属
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
配
置
す
る
の
が
基

本
か
と
思
う
。

　

も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
付
け
て
行
き
た
い

と
思
う
。

髙
野
町
長

二
、三
、関
連
が
な
い
位
置
へ
の
配
置

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
し
、
そ
の
部
分

が
、
私
が
今
回
言
い
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。即
戦
力
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
か
な
い

と
い
け
な
い
し
、
例
え
ば（
県
）市
町
振
興

課
で
す
か
、財
政
関
係
、行
政
関
係
に
派
遣

さ
れ
た
職
員
は
、総
合
的
な
分
野
で
、帰
っ

て
違
う
場
所
に
行
っ
て
も
、
経
験
を
し
た

部
署
に
帰
っ
た
時
に
、
そ
れ
は
行
か
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
的
を
持
っ
た

派
遣
を
し
た
場
合
は
、
目
的
を
持
っ
た
部

署
に
配
置
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
普
通

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
し
て
、質
問
を
終
る
。

　

難
航
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
、

日
本
の
優
位
性
は
な
く
、
各
国
は
日

本
を
大
き
な
市
場
と
見
て
お
り
農
業
分
野

で
は
大
き
な
危
機
と
捉
え
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
る
。

　

町
は
今
後
の
農
業
の
方
向
性
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
時
期
に
来
て
い

る
。

　

主
産
の
久
万
高
原
清
流
米
は
、
昨
年

５
５
７
名
で
３
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
生
産
し

て
い
る
が
、
実
質
生
産
者
は
は
る
か
に
少

な
く
、
高
齢
化
が
進
み
今
後
の
現
状
維
持

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、特
産
品
の
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
等

は
各
地
と
今
後
一
段
と
競
合
が
激
し
く

な
っ
て
く
る
。こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か

二
点
提
案
す
る
。

　

第
一
に
、
耕
作
放
棄
地
や
そ
の
可
能
性

の
高
い
と
こ
ろ
を
集
約
し
、
町
主
体
の
公

営
企
業
団
地
を
造
成
し
、
集
落
営
農
の
よ

う
な
複
合
農
業
団
体
の
育
成
を
す
べ
き
だ

と
思
う
。

　

ま
た
、
高
原
野
菜
に
関
心
の
あ
る
企
業

誘
致
に
も
図
り
、
若
者
の
働
く
場
を
提
供

さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

公
営
企
業
団
地
の
造
成
に
つ
い
て

は
、
新
規
就
農
者
の
農
地
確
保
対
策

の
上
で
は
、
公
益
で
の
農
地
団
地
の
造
成

も
選
択
肢
の
一
つ
の
方
法
化
と
も
考
え
ま

す
が
、
企
業
等
が
若
者
を
採
用
す
る
に
し

て
も
若
者
が
い
な
い
。働
く
人
が
い
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。

髙
野
町
長

高
原
地
ゆ
え
の
収
益
性
の
高
い
露

地
野
菜
の
開
発
研
究
が
不
可
欠
で

あ
り
、東
京
市
場
等
に
近
い
長
野
県
、岐
阜

県
な
ど
寒
冷
地
農
業
の
先
進
地
を
視
察
し

て
は
ど
う
か
。

寒
冷
地
の
長
野
県
、
岐
阜
県
は
久
万

高
原
町
と
気
候
が
似
て
お
り
、
私
た

ち
が
研
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
を
募
集
し
研
究
し

て
は
と
思
う
。

髙
野
町
長

耕
地
の
限
ら
れ
た
久
万
高
原
町
で
は

例
え
ば
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
と

連
携
し
た
特
殊
野
菜
を
栽
培
し
て
は
ど
う

か
。

　

農
業
公
社
で
試
験
栽
培
し
、
高
級
野
菜

と
し
て
集
荷
し
て
は
ど
う
か
。

農
業
公
園
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜

の
栽
培
等
研
究
し
て
い
る
が
、
特
に

冬
場
に
は
、
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
と
か
栽
培

し
て
い
る
。

農
政
課
長

当
町
の
限
ら
れ
た
土
地
で
は
、
新
規

就
農
者
も
大
事
で
す
が
、
高
齢
化
社

会
の
中
、
お
年
寄
り
が
少
し
で
も
お
金
に

な
る
、
特
殊
野
菜
の
研
究
組
織
を
立
ち
上

げ
て
頂
き
た
い
。

営
農
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
、
栽
培
関

係
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
殊
野
菜
等

も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
研
究
し
て

行
き
た
い
。

農
政
課
長

中
川　

武
志
議
員

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

 

日
野　

明
勅
議
員

答

答

農業公園アイスプラント

集
落
営
農
、高
収
益
野
菜
の

開
発
研
究
を
求
め
る
。

問
選
択
肢
の
一
つ
、今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答
職
員
派
遣
後
の
配
置
を
問
う
。

問
派
遣
を
生
か
せ
る
配
置
が

基
本
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
町
長

答

現在の社会福祉協議会
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議
案
第
94
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
８
１
１
７
万
３

千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
は
、
88
億
４
２
９

万
８
千
円　

前
年
同
期
比
０
・
15
％
減

　

歳
入

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
負
担
金
な
ど
分

担
金
及
び
負
担
金
３
７
２
万
円

　

地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時
交
付
金

な
ど
こ
の
国
庫
支
出
金
１
３
５
１
万
５
千

円
　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
事
業
費
補
助
金

な
ど
県
支
出
金
１
０
８
６
万
円

　

柳
谷
地
区
教
育
後
援
会
解
散
に
伴
う
寄

附
な
ど
寄
附
金
が
５
１
９
６
万
１
千
円

　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
５
５
８
９
万

円
　

前
年
度
繰
越
金
４
２
１
１
万
９
千
円

　

歳
出

　

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の
増
減

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
棚
田
地
区
保
全

整
備
事
業
や
林
道
梅
ヶ
谷
永
子
線
改
良
工

事
３
６
３
５
万
円

　

土
木
費
で
は
路
面
整
備
業
務
委
託
料

５
９
７
万
２
千
円

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
林
道
崩
土
除
去
業

務
委
託
料
８
８
１
万
４
千
円

　

企
画
観
光
課

 

パ
ン
工
房
の
職
人
の
処
遇
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

２
年
契
約
で
月
額
32
万
円
の
委

託
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

３
年
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、

考
え
方
の
質
疑
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　

仮
称
で
は
あ
る
が
「
道
の
駅
運

営
協
議
会
」
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
以
来
盛
況
の
中
で
、

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。

　
　
　
　

最
初
は
ハ
ー
ド
で
不
安
も
あ
っ

た
が
、
現
在
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
　
　
　

集
配
車
の
購
入
に
つ
い
て
、
早

期
に
購
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
質
疑

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

電
源
立
地
の
交
付
金
が
該
当
し

な
く
な
っ
た
た
め
現
在
内
部
で
検
討
し
て

い
る
。
現
在
は
対
応
で
き
て
い
る
が
、
運

搬
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
財

源
確
保
の
目
処
が
立
て
ば
購
入
し
た
い
。

　

農
政
課

　
　
　
　

高
齢
化
が
進
む
農
業
経
営
者
協

議
会
活
動
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

理
事
者

理
事
者

理
事
者

理
事
者

産
業
建
設
常
任
委
員
会

集　配　車

 

現
在
町
も
６
万
円
助
成
し
て
い

る
が
中
心
的
な
組
織
で
あ
り
協
力
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

以
前
研
修
生
の
借
地
の
問
題
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

 

１
件
は
離
農
し
、
１
件
は
栽
培

を
見
合
せ
て
い
る
。

　
　
　
　

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
小
規

模
農
家
へ
の
助
成
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
媛
っ
こ
地
鶏

飼
育
事
業
は
、
成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

森
林
林
業
課

 

施
業
関
係
や
市
場
の
出
荷
受
入

れ
状
況
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

施
業
技
術
向
上
の
た
め
業
者
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。市
場
に
つ
い
て
は
、

契
約
販
売
な
ど
で
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
流
通
体
制
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　

建
設
課

 
３
月
議
会
の
補
正
な
ど
の
発
注

時
期
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

繰
越
に
つ
い
て
は
全
て
発
注

し
、
新
年
度
予
算
は
内
示
等
の
関
係
も
あ

る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
発
注
し
て
い
き

た
い
。

　

議
案
第
96
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
凶
荒
予
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

予
算
の
補
正
額
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
総
額
１
１
２
１

万
２
千
円

　

歳
入

　

神
戸
市
在
住
、
竹
中
氏
か
ら
の
寄
附

　

歳
出

　

凶
荒
予
備
基
金
積
立
金　

１
０
０
万
円

　

審
議
し
た
結
果
、全
員
一
致
で「
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
。」と
決
定
し
た
。

媛っこ地鶏

木材市場

研修生ハウス

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者
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議
案
第
94
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
８
１
１
７
万
３

千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
は
、
88
億
４
２
９

万
８
千
円　

前
年
同
期
比
０
・
15
％
減

　

歳
入

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
負
担
金
な
ど
分

担
金
及
び
負
担
金
３
７
２
万
円

　

地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時
交
付
金

な
ど
こ
の
国
庫
支
出
金
１
３
５
１
万
５
千

円
　

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
事
業
費
補
助
金

な
ど
県
支
出
金
１
０
８
６
万
円

　

柳
谷
地
区
教
育
後
援
会
解
散
に
伴
う
寄

附
な
ど
寄
附
金
が
５
１
９
６
万
１
千
円

　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
５
５
８
９
万

円
　

前
年
度
繰
越
金
４
２
１
１
万
９
千
円

　

歳
出

　

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の
増
減

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
棚
田
地
区
保
全

整
備
事
業
や
林
道
梅
ヶ
谷
永
子
線
改
良
工

事
３
６
３
５
万
円

　

土
木
費
で
は
路
面
整
備
業
務
委
託
料

５
９
７
万
２
千
円

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
林
道
崩
土
除
去
業

務
委
託
料
８
８
１
万
４
千
円

　

企
画
観
光
課

 

パ
ン
工
房
の
職
人
の
処
遇
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

２
年
契
約
で
月
額
32
万
円
の
委

託
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

３
年
後
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、

考
え
方
の
質
疑
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　

仮
称
で
は
あ
る
が
「
道
の
駅
運

営
協
議
会
」
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
以
来
盛
況
の
中
で
、

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。

　
　
　
　

最
初
は
ハ
ー
ド
で
不
安
も
あ
っ

た
が
、
現
在
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
　
　
　

集
配
車
の
購
入
に
つ
い
て
、
早

期
に
購
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
質
疑

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

電
源
立
地
の
交
付
金
が
該
当
し

な
く
な
っ
た
た
め
現
在
内
部
で
検
討
し
て

い
る
。
現
在
は
対
応
で
き
て
い
る
が
、
運

搬
量
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
財

源
確
保
の
目
処
が
立
て
ば
購
入
し
た
い
。

　

農
政
課

　
　
　
　

高
齢
化
が
進
む
農
業
経
営
者
協

議
会
活
動
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

理
事
者

理
事
者

理
事
者

理
事
者

産
業
建
設
常
任
委
員
会

集　配　車

 

現
在
町
も
６
万
円
助
成
し
て
い

る
が
中
心
的
な
組
織
で
あ
り
協
力
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

以
前
研
修
生
の
借
地
の
問
題
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

 

１
件
は
離
農
し
、
１
件
は
栽
培

を
見
合
せ
て
い
る
。

　
　
　
　

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
小
規

模
農
家
へ
の
助
成
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
媛
っ
こ
地
鶏

飼
育
事
業
は
、
成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

森
林
林
業
課

 

施
業
関
係
や
市
場
の
出
荷
受
入

れ
状
況
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

施
業
技
術
向
上
の
た
め
業
者
の

研
修
を
行
っ
て
い
る
。市
場
に
つ
い
て
は
、

契
約
販
売
な
ど
で
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
流
通
体
制
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　

建
設
課

 

３
月
議
会
の
補
正
な
ど
の
発
注

時
期
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

繰
越
に
つ
い
て
は
全
て
発
注

し
、
新
年
度
予
算
は
内
示
等
の
関
係
も
あ

る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
発
注
し
て
い
き

た
い
。

　

議
案
第
96
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
凶
荒
予
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

予
算
の
補
正
額
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
総
額
１
１
２
１

万
２
千
円

　

歳
入

　

神
戸
市
在
住
、
竹
中
氏
か
ら
の
寄
附

　

歳
出

　

凶
荒
予
備
基
金
積
立
金　

１
０
０
万
円

　

審
議
し
た
結
果
、全
員
一
致
で「
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
。」と
決
定
し
た
。

媛っこ地鶏

木材市場

研修生ハウス

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者
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委員会報告委員会報告

久万安心館グループホーム

美川支所

中久保 ヘリポート

美川保健センター

仕七川小学校

面河診療所

美川給食センター

　

議
案
第
91
号　

久
万
高
原
町
子
ど
も
の

成
長
応
援
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
財
団
法
人
柳
谷
教
育
後

援
会
及
び
西
谷
教
育
後
援
会
の
解
散
に
伴

い
、
両
法
人
か
ら
町
が
寄
附
を
う
け
と
る

こ
と
と
な
り
、
基
金
を
設
置
し
管
理
を
行

う
た
め
の
条
例
制
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

検
討
中
で
は
あ
る
が
子
供
た
ち

の
体
験
学
習
な
ど
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

貴
重
な
お
金
で
あ
る
の
で
柔
軟

な
発
想
で
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

旨
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

議
案
第
94
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

　

本
委
員
会
関
係
の
歳
出
の
主
な
も
の

　

人
事
異
動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の
増
減

　

基
幹
系
電
算
シ
ス
テ
ム
委
託
業
者
変
更

に
伴
う
、
デ
ー
タ
抽
出
業
務
委
託
料　

５
５
８
９
万
円

　

新
た
な
契
約
に
要
す
る
保
守
料
な
ど
の

費
用　

７
３
３
万
９
千
円

　

民
生
費
の
久
万
安
心
館
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
消
防
設
備
整
備
補
助
金　

４
５
１

万
８
千
円

　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

繰
出
し
金
４
６
１
万
１
千
円
の
減

　

子
ど
も
の
成
長
応
援
基
金　

５
１
６
０

万
１
千
円

　

美
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー

更
新
費
用
１
９
０
万
円

　

総
務
課

　
　
　
　

美
川
支
所
の
改
修
や
各
支
所
の

将
来
構
想
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

美
川
支
所
２
階
の
多
目
的
ト
イ

レ
改
修
は
社
協
の
移
転
に
伴
う
も
の
、
１

階
の
改
修
は
事
務
所
機
能
の
充
実
で
あ

る
。
又
、
支
所
等
の
今
後
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
早
急
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

25
年
度
実
績
は
延
べ
６
２
２
名
、

今
回
川
下
で
10
人
の
利
用
希
望
者
が
あ
り

実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。
弁
当
の
内
容
に

つ
い
て
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
表
を
と
り
な
が

ら
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

費
用
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
民
間
業
者
で
の
利
用
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

消
防
署

　
　
　
　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
事
業
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

希
望
が
あ
れ
ば
整
備
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　

消
防
署
員
の
火
災
時
の
出
動
手

当
特
殊
勤
務
手
当
改
善
の
検
討
に
つ
い
て

意
見
が
あ
っ
た
。　
　
　
　

　

教
育
委
員
会

　
　
　
　

仕
七
川
小
学
校
校
舎
建
築
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

 　
　
　
　

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
で
、

７
月
末
ま
で
に
は
全
て
完
了
予
定
で
あ

る
。

　

議
案
第
95
号　

平
成
26
年
度
久
万
高
原

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
の
補
正
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
、
４
６
７
万
１
千
円
減
額
さ

れ
、
総
額
は
９
８
４
４
万
７
千
円

　

歳
入

　

一
般
会
計
繰
入
金
４
６
７
万
１
千
円

の
減

　　

歳
出

　

面
河
診
療
所
の
人
件
費
な
ど
の
費
用

４
６
７
万
１
千
円
の
減

 　

審
議
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で
「
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
。」
と
決

定
し
た
。
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員

委　

員

理
事
者
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員

委　

員

理
事
者

委　

員

理
事
者
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員
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理
事
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事
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総
務
文
教
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常
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会
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議会審議の流れ議会審議の流れ

1 開会 2 一般質問 3 提案説明 4 質疑 5 討論・表決 6 閉会

　「議会だより」では可決した予算の内容、一般質問、常任委員会等について
お知らせしていますが、今回は議会でどのような過程で案件が審議されるの
か簡単にご紹介します。

議会運営委員会

議会が始まる前に必ず開かれるのが「議会運営委員会」です。この委員会で

は、日程、一般質問、請願、議案、報告等について話し合います。必要な場

合は、議会前に議員全員での全員協議会等を開き議案について説明を求める

などして本会議に備えます。　

　告示により町長が
招集。原則として議員
定数の半数以上の出
席が必要

　町政全般について
通告した議員が議案
や町の仕事について
質問し、町長（執行機
関）が答弁

　提出された議案の
内容と提案理由につ
いて提案者が説明　

※　久万高原町における
委員会は、総務文教厚生
常任委員会と産業建設常
任委員会のふたつです。
各々が担当課、特別会計、
企業会計の案件について
審査する他、町政全般に
ついても話し合います。

　議案に対して議員
が質疑を行い提出者
が答弁

　議案などに対する
賛成・反対の意見（討
論）が述べられた後表

決（議会として決定）

　すべての案件が議
了した後閉会

　直ちに決める案件
もあるが、数多く広範
囲にわたっているた
め所管の委員会に付
託

　委員会では、本会議
場で付託された議案
や請願、陳情について
詳細に審査。提案説
明、質疑、討論が行わ

れ委員会としての賛
成、反対を決定

６月質問議員行政
報告

開会
宣言

議長 町長
山之内議員 上岡議員 高橋総務課長

他

日野議員 中川議員

担当課長

◆議会審議の流れ◆◆議会審議の流れ◆

委員会付託 委員会審査
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編

記

集

後

　

去
る
７
月
10
日
11
日

に
第
80
回
町
村
議
会
広

報
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
会
議
の
中
で
も

研
修
会
で
得
た
知
識
や

全
国
の
優
秀
賞
を
と
っ

た
広
報
を
意
識
し
た
発

言
も
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
満
足
の
い

く
広
報
に
は
ほ
ど
遠
く
、

締
め
切
り
の
日
に
追
わ

れ
た
の
が
現
状
で
す
が
、

と
に
か
く
、
住
民
の
皆
様

に
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
中
野
）

議会を傍聴しませんか？！議会を傍聴しませんか？！

問い合せ先　久万高原町議会事務局　TEL・FAX0892－21－0134

9月定例会（予定）　9月12日（金） 開会日・一般質問等
　　　　　　　　  9月16日（火） 総務文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　　　　　　 産業建設常任委員会
　　　　　　　　  9月19日（金） 閉会日

本会議も常任委員会も傍聴できます！本会議も常任委員会も傍聴できます！

議会だより・議会報告会についてのご意見ありませんか？

　「議会だより」も「議会報告会」も住民の皆様

に議会をもっと身近に感じていただき、その声

を議会活動に生かすべく発刊、開催しているも

のです。皆様のご意見・ご指導をよろしくお願い

いたします。

久万高原町　議会事務局　宛

住所　久万高原町久万188

　　　FAX 0892－21－0134

議会だよりに
○○○なコーナーが
あればなぁ～

議会報告会で
あんな事

聞きたいなぁ～

議会だより
こうすればもっと
見やすいのに！

※ご意見等には御住所、御氏名を明記してください。

ご意見等の送付先（郵便又はFAX）
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